
念
性
議
様
突
起
炎
手
術
後
ニ
後
現
セ

直
腸
内
擁
護
腺
部
ノ
腫
脹
ニ
就
－
プ

レ
急
性
直
腸
炎
及

』

F
回
白
の
回
向
。
唱
円
。
丘
町
一
切
要
町
内

r
ω
ω
話
。
一
一
一
回
ぬ
。
『
円

r
e
m阿
国
件
。
ュ
。
『
ぎ
mw一
一
。
『
己
居
『
⑦
合
同
国
昌
弘
一
宮
司

同一回。。－
ve－－
mwz。
田
町
。
『
史
uzzwmW2vh山
田
南
町
丘
巴
ω
・

国

句

吋

gロN
P河内
w

目
。
ロ
同
。
巴
・

司
g
E
H
F
o

。zv。唱
。含口

Q
Z
R
。
ご
宮
岡
u
s
S
H
E－
嵐
広
包

d
E
403
X
1
（
同

VE『
・
同
町
。
自
国
同
件
。
・）

京
都
帝
国
大
皐
磐
曲
学
部
整
形
外
科
教
室
（
伊
藤
教
授
）

大
皐
院
皐
生

墜
事
士

堀

安

左

衛

門

最
様
突
起
炎
－
一
ヨ

Y
膿
虜
A

腹
腔
内
何
V

ノ
慮
ト
雄
形
成
ジ
得
ザ
グ
’
底
無
ク
、
叉
腹
腔
内
ノ
臓
器
一
ト
ジ
ア
或
A

蓮
績
的
－
一
叉
A

韓
位
的
－
一

堂
（
侵
襲
ヲ
受
ケ
得
ず
U
Y

モ
ノ
ナ
ジ
、
腹
腔
以
外
－
一
於
－
ア
モ
後
腹
膜
膝
淋
巴
腺
ヲ
犯
ジ
叉
A

膿
蕩
ヲ
起
シ
、
又
A

横
隔
膜
下
膿
湯
ヨ
リ
膿
胸
ヲ
起

ス
コ
ト
ア
リ
ノ
。
膿
蕩
破
壊
ノ
場
所
モ
亦
種
々
ア
η
ノ
。
動
脈
内
二
穿
孔
ス

Y

コ
ト
ア

y
。
門
脈
内
二
穿
孔
ジ
ア
肝
臓
－
一
多
費
性
膿
窮
ヲ
起
ス
コ

ト
ア
咋
ノ
。
腸
脱
叉
A

子
宮
内
申
一
穿
孔
セ
ジ
例
ア
時
ノ
。
小
腸
大
腸
又
A

碇
腸
内
ユ
破
壊
ス

Y
3
ト
ア
η
ノ
。
勝
嚢
内
－
一
破
壊
ス

Y

ヨ
ト
ア

y
。

甚

ジ
キ
ニ
至
η
ノア
A

胃
中
二
破
壊
セ
ジ
例
ア
η
ノ
。
印
チ
最
様
突
起
炎
－
一
ヨ
η
ノ
腹
腔
乃
至
骨
穂
陸
内
何
レ
ノ
慮
－
一
限
局
性
炎
痕
ヲ
接
現
ス
U
Y

毛一見

－
一
驚
ク
ェ
営
ラ
ザ
U
F

ガ
如
ク
且
ッ
直
腸
勝
脱
腔
（
の

2
5
；2
ざ

A
E
s
r
l婦
人
－
一
ア
叫
ノ
ア
A

己

2
4
s
氏
寵
）
ガ
最
様
突
起
炎
－
一
一
於
ア
右

腸
骨
寓
以
外
－
一
ア
A

横
隔
膜
下
膿
蕩
ト
共
一
一
膿
蕩
形
成
ノ
比
較
的
好
脱
税
部
位
ナ

Y
ガ
鴻
ニ
之
レ
ヨ
リ
下
記
諸
例
ノ
如
キ
掘
護
腺
部
f

症
朕
ア

接
生
ジ
得
ペ
キ
コ
ト
A

考
へ
－
フ

Y
ペ
キ
コ
ト
ナ

Y
毛
此
等
ノ
例
ガ
比
較
的
－
一
稀
ナ

Y

コ
ト
A

諸
成
書
－
一
於
ア
横
隔
膜
下
膿
窮
A

必
ズ
記
載
セ

ラ
Y

、
ガ
如
キ
モ
擁
護
腺
部
ノ
炎
症
A

記
載
セ
ラ
レ
ザ
Y
事
貫
－
一
ヲ
リ
明
ナ
リ
ノ
。

第
四
巻

F『

原

省、」

期

六
七

（第
車軍
務

六
七
〉
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第

一

例

小

林

系

十

九

歳

男

大
正
九
年
十
二
月
二
十
日
後
病
翌
日
入
院
、
同
日
「
パ
ン
ト
ポ

y
」
皮
下
決
射
、

パ
コ
カ
イ
ン
」
腰
髄
麻
酔
／

下
二
腹
腔
7
開
ク
ユ
腹
腔
内
一
一
ハ
中
等
量
ノ
徽
＝
濁
濁
セ
ル

液
ア
リ
。
車
醐
様
突
越
ハ
全
ク
大
網
膜
ヲ
以
テ
被
包
セ

一フル
。
之
7
剥
雌
帥

λ

ル一手骨

暗
赤
色
ヲ
曇
シ
先
端
膨
脹
シ
テ
椛
棒
吠
ヲ
B
一占ス

。
依
テ
綾
部
一
一

於
テ
結
紫
切
除
シ

、
断
端

ヲ
巾
者
縫
合
＝
ヨ
リ
縫
埋
シ
腹
壁
切
開
剣
一
部
開
放
。
務
中
…
埜
ガ
ー
ゼ
」
ヲ
持
入
シ
加
療
中

織
州
市
ム交
換
ユ
際
シ
多
少
ノ
排
膿
ア
リ
シ
モ
憾
沼
間
毛
無
ク
下
降
シ
、
常
温
ト
ナ
レ
ル
z

一

月
八
日
〈
術
後
十
八
日
）
頃
ヨ

り
便
意
ヲ
催
ス
コ
ド
額
二
シ
テ
毎
回
少
量
／
粘
液
便
ヲ
排
出

ス
九
日
夕
、
煙
、
浪
三
八
度
一
一
上
リ
腹
痛
7

訴
7
0

然
レ
ド
モ
腹
部
到
ル
慮
隠
補
佐
…
夕
、
抵

抗
ヲ
組
問
レ
ズ
。
創
面
ハ
清
潔
z

シ
テ
肉
芽
佳
一
良
排
膿
モ
亦
多
カ
ラ
ズ
。
十
日
朝
一
一
草
＋
す
テ

ハ
粘
液
促
／
頻
回
／
排
池
－
一
ヨ
リ
紅
門
刑
閤
膝
乱
シ
、
括
約
筋
地
綬
uv

、
鹿
パ
失
禁
ス
。

午
一
山
内
－
一
至
リ
頻
－

Z
官
悶
シ、

下
腹
痛
及
排
尿
困
難
ヲ
訴
7
0

於
夜
直
腸
内
ヲ
燭
診
ス
ル
ニ

擁
護
腺
ノ
部
著
シ
タ
膨
大
－
一
シ
テ
殆
ド
直
腸
腔
ヲ
閉
案
一
セ
ン
ト
シ
、
後
端
殆
ド
直
腸
後
壁

－
一
一
接
ス
ル
腹
官
官
7
認
ム
。
質
開
力
性
軟
按
陸
λ

ル
Z

従
来
存
ス
ル
γ
小
快
感
一
府
増
悪
λ

。

廃
飢
平
均
ν
テ
軟
お
円
ヲ
姑
シ
、
擁
護
腺
冷
却
法
ヲ
施
λ

。
此
後
著
ク
白
箆
症
ノ
軽
快
ヲ
血児

エ
叉
従
前
／
知
ク
救
出
悶
ヲ
訴
へ
f
、。

此
タ
悦
混
三
八
・
五
度
。

一
月
十
一
日
、
自
箆
症
著
シ
ク
軽
快
シ
、
排
尿
困
難
ノ
度
減
少
セ

p
。
擁
護
腺
部
／
腫

脹
粉
減
少
セ
ル
モ
／
、
加
ン
。
尿
山
透
明
ユ
シ
テ
麻
菌
ヲ
地
説
明
セ
ズ
。
擁
談
腺
／
部
ヲ
匪

シ
テ
尿
道
一
口
ヨ
リ
採
取
セ

シ
液
中
＝
モ
続
前
ヲ
詮
明
セ
ズ
。

一
月
十
二
日
、
粘
液
便
止
ミ
、
健
浪
昨
夜
来
卒
常
一
二
復
ス
。
紅
門
／
白
箆
症
殆
ド
消
散

ス
。
撮
設
腺
部
／
腫
脹
減
少
セ
り
。

一
月
十
八
日
、
撮
設
線
部
／
腫
脹
殆
ド
治
退
セ
リ
。
患
者
ハ
花
柳
病
ヲ
否
定
シ
、
旦
擁

護
腺
炎
二
惟
リ
シ
コ
ト
ナ
シ
ト
云
7
0

二
月
一
日
全
治
退
院
。

「
ト
ロ

第

二

例

北

田
来

二
十
二
歳
男
。

大
正
十
年
二
月
十
京
日
午
後
五
時
愛
病
、
翌
十
六
日
午
前
二
時
劇
烈
ナ
ル
腹
痛
後
作
ア

六
八

〈
第
点
旦
競

六
八
）

リ
。
同
日
入
院
、
直
三
股
髄
麻
酔
下
一
一
開
腹
術
ヲ
施
ス
。
腹
腔
内
ニ
ハ
微
こ
調
濁
セ
ル
液

ア
リ
。
車
削
除
突
起
ハ
比
較
的
根
部
一
一
於
テ
穿
孔
ア

p
、
結
紫
切
除
ノ
後
、
巾
着
縫
合
ヲ
行

ハ
ズ
。
腹
壁
切
開
創
開
放
治
療
中
二
月
二
十
六
日
腹
痛
下
痢
ア
リ
、
裏
念
後
重
7
訴
へ
、

粘
液
俊
7
排
池
λ

。
コ
一
月
一
日
下
痢
頻
回
、
仮
中
多
量
ノ
粘
液
ア
ル
モ
血
液
ヲ
沿
ゼ
ズ
。

午
後
三
時
頃
一
一

至
目
、
腹
痛
甚
シ
タ
鞍
務
反
側
λ

。
下
腹
部
耽
骨
縫
際
ノ
上
方
ヲ
毘
シ
テ
著

明
ノ
鹿
痛
ア

P
。
然
レ
ド
モ
腹
筋
ノ
磁
閥
単
ヲ
詮
セ
ズ
。
抵
抗
ヲ
鮪
レ
ズ
。
ロ
ハ
ダ
著
明
ノ
排

尿
困
難
ア
リ
。
一
回
ノ
排
尿
＝
十
分
間
ヲ
賀
ス
。
直
腸
内
診
－
－
ヨ
リ
擁
護
腺
ハ
大
ナ
ル
柿

笈
大

－r旺
門
内
ユ
凸
陵
シ
、
表
面
滑
津
英
上
縁

＝
於
テ
柿
ヤ
柔
カ
キ
部
ア
リ
此
部
殊
＝
匪

痛
著
明
ナ
リ
。
腺
ρ

一
般
一
平
時
力
性
軟
ナ
リ
。
撮
護
線
冷
却
法
ヲ
行
ヒ
、
阿
片
丁
幾
ヲ
庭

方
セ
シ
＝
自
箆
症
ハ
著
ク
軽
快
セ
リ
。

三
月
二
目
、
自
箆
症
ハ
粉
軽
快
セ
シ
モ
排
尿
困
難
ρ

却
テ
増
加
シ
昨
夜
以
来
自
尿
ナ
シ

－
利
引
叶
汁
「
カ
テ
l
テ
ル
」
ヲ
以
テ
尿
約
凶

O
O括
7
排
出
λ

。
擁
護
腺
ノ
状
態
依
然
F

三
月
三
目
、
今
朝
自
然
排
尿
ア

p
、
自
箆
症
大
ニ
軽
快
セ
リ
。

三
月
凶
目
、
擁
護
腺
／
腫
脹
著
タ
減
少
セ
リ
。

第

三

例

山

本
来

二

十

六

歳

男

。

大
正
十
年
九
月
三
日
後
病
、
四
日
入
院
。
即
日
腰
随
廊
酔
－
一
ヨ
リ
開
腹
ス
。
腹
股
内
－
一

ハ
膿
液
ア
リ
。
血
叫
核
突
起
ハ
大
人
一
京
指
大
一
一
腫
脹
ン
周
闘
ト
桁
行
シ
一
部
破
壊
穿
孔
シ
、

小
指
頭
大
ノ
糞
石
7
腹
腔
内
－
一
認
ム
。
且
叫
様
突
起
ヲ
根
部
一
一
テ
佐
和
禁
切
除
シ
、
断
端
ヲ
巾

者
縫
合
＝
ヨ
り
封
埋
シ
腹
壁
切
開
創
ハ
一
部
開
放
治
療
ス
。
排
膿
一
時
多
量
ナ

P
シ
モ
漸

次
減
少

が
、
穏
温
ρ
時
々
三
七
・
五
度
＝
上
ル
コ
ト
ア
ル
モ
大
徳
ニ
於
テ
常
温
一
一
復
セ
シ

－
一
九
月
十
八
日
（
術
後
十
四
日
）
ヨ
リ
一
日
十
数
回
便
意
ヲ
催
シ
、
上
聞
ス
ル
モ
極
メ
テ
少

量
ノ
粘
液
便
ヲ
排
推
ス
ル
ノ
ミ
。
只
ダ
裏
念
後
重
ヲ
訴
7
。
憾
混
ハ
十
九
日
以
来
三
八

l

三
八
・
五
度
ノ
問
ヲ
往
来
ス
。
直
腸
内
診

晶
ヨ
リ
援
護
線
部
／
膨
隆
ヲ
認
ム
。
九
月
二
十
凶

日
－
一
至
リ
テ
ハ
第
一
例
ト
等
シ
ク
紅
門
括
約
筋
弛
緩
シ
、
時
々
失
禁
ス
。
帥
阻
混
ハ
此
日
ヨ

リ
卒
常
ユ

一
復
シ
以
後
三
七
度
以
上
＝
昇
ル
コ
ト
ナ
ク
冊
械
設
腺
部
ノ
腫
脹
モ
亦
漸
次
総
少
ス



第
四
例
香
川
某
三
十
二
歳
男
。

大
正
十
年
九
月
四
日
後
病
同
七
日
入
院
、
十
日
手
術
、
議
様
突
起
ハ
其
根
部
ユ
近
ク
穿

孔
セ
リ
。
切
除
、
断
端
封
理
、
腹
壁
切
開
創
一
部
開
放
治
療
中
。
排
膿
漸
次
減
少
シ
、
一

般
時
態
佳
一
良
、
穂
温
平
常
ユ
復
セ
シ
＝
二
十
一
日
夕
（
術
後
十
一
日
）
鐙
温
三
八
・
四
度
一
一

昇
リ
、
創
面
、
胸
腹
部
其
他
ノ
状
態
凡
テ
熱
原
ト
認
ム
ル
＝
足
ル
モ
／
ナ
シ
。
於
議
直
腸

内
診
ヲ
ナ
ス
一
二
擁
護
腺
部
ノ
腫
脹
7
認
で
弾
力
性
硬
、
匪
－
一
ヨ
リ
一
一
種
不
快
感
ヲ
訴
7
冷

却
法
ヲ
行
7
0

二
十
四
日
＝
至
リ
健
温
モ
降
リ
、
白
箆
症
軽
快
セ
リ
只
ダ
便
通
後
少
量
ノ

粘
液
ヲ
排
池
ス
ル
ノ
ミ
。
業
後
援
護
腺
ノ
腰
版
漸
次
消
退
シ
テ
十
二
月
二
日
全
治
退
院
。

第
五
例
杉
村
某
二
十
二
歳
男
。

大
正
十
年
十
一
月
十
日
後
病
即
日
入
院
、
翌
十
一
日
手
術
品
様
突
起
ハ
後
方
腹
控
ト
硬

ク
癒
着
シ
先
端
／
一
部
穿
孔
ア
り
。
大
一
豆
大
／
糞
石
ヲ
出
ス
。
最
様
突
起
切
除
後
式
ノ
知

ク
庭
置
シ
、
腹
壁
切
開
創
一
部
開
放
治
療
中
、
術
後
四
日
頃
ヨ
リ
無
意
識
－
己
批
門
ヨ
リ
粘

液
便
ヲ
出
ス
。
其
他
／
妖
侃
ハ
凡
テ
順
常
ニ
経
過
セ
シ
ニ
二
十
五
日
（
術
後
十
四
日
〉
競
浪

三
八
・
四
度
＝
昇
り
、
腹
壁
創
面
／
状
況
其
他
熱
原
ト
認
さ
フ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
シ
。
直
腸
内

診
ニ
ヨ
リ
擁
護
腺
部
／
非
常
／
膨
降
ヲ
認
ム
。
二
十
八
日
一
一
至
リ
鰭
温
存
ピ
常
態
－
一
復
シ

三
十
日
、
向
血
児
症
全
ク
軽
快
シ
、
粘
液
傑
ノ
排
池
止
、
、
、
、
織
諮
腺
ノ
腫
昨
削
減
退
セ
シ
モ
品
川

其
上
方
三
崎
護
腺
部
／
腫
脹
－
一
略
ボ
牛
パ
ス
ル
腫
脹
ヲ
認
メ
シ
ガ
、
十
二
月
七
日
以
後
直

腸
／
吠
態
平
常
一
一
復
ス
。

第
六
例
民
間
某
二
十
二
歳
男
。

大
正
十
一
年
三
月
二
十
二
日
後
病
同
二
十
五
日
入
院
、
郎
日
手
術
議
機
突
起
ハ
中
央
部

ヨ
p
先
端
殆
ド
全
ク
撲
症
一
一
陥
P
破
壊
セ
リ
。
根
部
一
一
於
テ
結
公
切
除
、
断
端
ヲ
埋
浅
縫

合
ス
。
其
後
凶
月
二
日
韓
温
三
八
・
一
プ
度
ユ
上
リ
シ
コ
ト
ア
ル
モ
其
後
千
温
ナ
リ
シ
ニ
四

日
以
来
便
通
毎
日
四

l
五
回
粘
液
便
ヲ
排
准
シ
、
無
意
識
－
一
失
禁
ス
ル
コ
ト
ア
リ
。
七
日

夕
憶
温
三
七
・
七
度
－
一
上
ル
、
直
腸
内
診
－
一
ヨ
リ
撮
護
腺
部
品
収
常
7

認
メ
ズ
、
．
其
上
方
－
一

於
テ
著
ク
前
壁
／
膨
隆
ヲ
認
メ
殆
ド
直
腹
腔
ヲ
充
填
セ
リ
っ
阿
川
口
刊
官
一
刊
明
ナ
リ
、
九
日
自
費

症
大
＝
軽
快
シ
直
腕
前
援
／
膨
降
亦
粉
縮
少
セ
シ
モ
健
温
ハ
三
八
・
八
度
ヲ
一
京
ス
。
十
二
日

第
四
巻

F『

原

著

堀

以
降
嘘
温
平
常
＝
復
シ
二
十
二
日
ニ
至
リ
直
腸
内
／
膨
隆
殆
ド
消
散
ス
。

第
七
例
山
本
某
二
十
六
歳
男
。

大
正
十
一
年
四
月
五
日
後
病
、
六
日
入
院
、
即
日
手
術
議
様
突
起
ρ
約
一
京
指
大
＝
腫
脹

シ
中
央
部
ニ
牙
孔
ア
リ
。
腹
壁
切
開
創
開
放
治
療
中
十
五
日
以
来
粘
液
傑
ヲ
排
池
シ
、
無

意
識
／
間
＝
失
禁
ス
ル
コ
ト
ア
リ
。
十
七
日
ニ
ハ
一
日
二
十
回
＝
昇
ル
。
排
尿
ニ
隙
シ
柊

痛
ハ
無
キ
モ
、
極
メ
テ
・
少
量
排
池
／
後
自
然
ニ
停
止
シ
、
数
回
力
、
ル
コ
ト
ヲ
繰
リ
滋
シ

テ
、
長
時
間
／
後
漸
タ
全
部
排
池
ス
。
其
要
ス
ル
時
間
普
通
時
ノ
約
十
倍
－
ご
中
正
ス
。
直
腸

内
診
＝
ヨ
リ
擁
護
腺
部
著
シ
ク
腫
脹
シ
、
其
後
端
ハ
殆
ド
直
腸
後
壁
－
一
逮
シ
、
腫
脹
＝
ヨ

リ
直
腸
腔
ヲ
殆
ド
充
瓜
セ
リ
。
質
錦
力
性
軟
、
冷
却
法
ヲ
施
ス
ぷ
四
温
ハ
十
六
日
一
一
一
七
・
九
度

－
一
上
ル
。
十
九
日
自
由
党
症
大
＝
軽
快
セ
シ
モ
排
尿
困
難
依
然

9
p
。
二
十
一
日
排
尿
悶
難

精
軽
快
シ
其
他
／
症
状
モ
亦
著
ク
軽
快
セ
リ
。
二
十
四
日
ユ
ハ
擁
護
腺
部
腫
脹
殆
ド
学
パ

－
一
誠
ジ
歴
痛
著
ク
緩
解
ス
。
二
十
七
日
冷
却
法
中
止
。
六
月
五
日
全
治
退
院
。
尿
巾
及
擁

護
腺
部
ヲ
麿
シ
テ
尿
道
口
ヨ
リ
得
タ
ル
液
中
麻
蘭
ヲ
詮
明
セ
ズ
。

第
八
例
波
透
某
二
十
歳
男
。

大
正
十
一
年
五
月
一
日
俊
病
、
同
月
二
十
日
入
院
、
印
日
手
術
、
車
様
突
起
ハ
小
腸
及

廻
育
部
ト
癒
着
セ
リ
。
癒
着
ヲ
剥
離
ス
ル
－
一
常
り
。
最
後
突
起
牛
パ
壊
死
、
穿
孔
セ
ル
膿

官
官
ヲ
破
壊
シ
、
膿
液
一
部
腹
腔
中
＝
漏
ル
。
式
ノ
知
ク
議
様
突
起
7
切
除
、
断
端
ヲ
封
埋

シ
。
腹
壁
創
ヲ
一
部
開
放
シ
テ
加
療
中
、
憶
混
一
時
金
ク
卒
常
－
一
復
セ
シ
後
、
六
月
五
日

以
降
ユ
至
リ
多
少
ノ
日
晴
湖
熱
ア
リ
ノ
七
日
品
ハ
左
腕
骨
徒
一
ニ
僅
＝
終
痛
ヲ
訴
へ
、
同
部

ヲ
匪
シ
テ
硬
結
等
ヲ
鱒
レ
ザ
ル
モ
軽
微
ノ
座
痛
ア
り
。
旦
ツ
深
呼
吸
時
深
部
＝
不
明
ノ
痔

痛
ヲ
訴
7
0

八
日
憾
温
三
七
・
九
度
一
一
逢
ス
。
直
腸
内
診
ユ
ヨ
リ
繊
護
腺
部
著
シ
ク
腫
脹
シ

殆
ド
直
腹
腔
ヲ
充
填
セ

p
。
一
般
＝
程
度
ノ
匪
痛
ア
リ
。
左
腕
骨
篠
ニ
モ
軽
皮
ノ
腰
痛
ア

ル
モ
腹
部
到
ル
庭
抵
抗
ヲ
鯛
レ
て
叉
排
尿
困
難
モ
ナ
シ
。
擁
護
腺
部
冷
却
ヲ
施
ス
。
十
日

擁
護
腺
部
ノ
腫
脹
柑
ヤ
減
ジ
、
腰
痛
去
リ
、
左
腸
骨
寓
ニ
ハ
品
問
僅
＝
陸
痛
ア
リ
c

深
呼
吸

時
ノ
終
痛
ハ
去
ル
。
十
三
日
撮
護
腺
部
腫
脹
約
二
分
ノ
一
＝
減
少
ス
。
二
十
九
日
同
部
ハ

殆

γ
卒
常
一
一
復
セ
シ
モ
、
其
上
方
角
多
少
ノ
硬
佐
和
腫
脹
ヲ
認
ム
。

ノ、

ju 

（
第
毒
液

六
九
）



第
四
巻

原

著...... 

嬬

七。
（
第
高
札
競

七
O
）

第

九

例

三

枚

某

二

十

二

歳

男

。

一

大
正
十
一
年
十
月
四
日
後
病
、
六
日
入
院
卸
日
手
術
、
滋
様
突
起
ハ
一
部
穿
孔
ア
リ
。
一

式
ノ
知
ク
結
然
切
除
シ
、
腹
壁
切
開
制
ヲ
開
放
シ
加
療
中
十
日
夕
方
ヨ
リ
下
痢
ヲ
起
セ
シ
一

モ
、
直
腸
内
診
一
一
ヨ
リ
直
柑
腕
前
部
－
一
異
常
ヲ
認
メ
ザ
リ
シ
＝
十
八
日
夕
刻
鰭
温
三
八
度
z

一

上
り
、
腹
痛
ヲ
訴
7
0

腹
壁
切
開
創
ハ
清
潔
ナ
リ
。
左
筋
骨
寓
ニ
僅
－
一
腿
痛
ア
リ
。
十
九
一

日
下
腹
部
膨
漏
シ
陰
阜
上
方
－
一
於
テ
斡
皮
／
樫
河
ア
リ
。
直
腸
内
診
－
一
ヨ
ny
、
擁
護
線
部

一
一
ハ
異
常
ナ
キ
モ
、
其
上
方
z

於
テ
直
耐
腕
前
壁
三
品
度
／
膜
脹
ヲ
認
メ
、
歴
痛
ア
ロ
。
二

十
日
、
憶
温
平
常
ニ
復
ス
。
之
レ
ヨ
P
後
叉
上
昇
ス
ル
コ
ト
ナ
夕
、
下
腹
部
ノ
症
状
及
直

腸
前
壁
ノ
腫
脹
モ
亦
漸
宍
消
退
セ
9
。

上
記
症
例
ニ
就
テ
観
Y

ニ
第
一
例
ヲ
除
キ
各
例
共
－
一
議
様
突
起
一
一
穿
孔
ア

y
。
只
グ
第
七
例
－
一
於
－
Y
A
己
ニ
中
間
期
ノ
手
術
－
一
層
シ
、
旦
膿

蕩
全
ク
腹
腔
ト
隔
離
セ
ジ
モ
最
様
突
起
切
除
一
一
際
シ
膿
湯
ヲ
破
壊
シ
タ
Y

モ
ノ
ナ

y
。
接
病
後
手
術
迄
ノ
経
過
時

H
A
、
第
二
例
約
二
十
時

間
、
第
一
、
第
三
、
第
四
、
第
七
例
A

約
三
十
時
間
、
第
九
例
三
一
目
、
第
六
例
ご
ニ
目
、
第
四
例
A

六
日
、
第
八
例
A

十
九
日
ヲ
超
過
セ

y

術
後
ノ
経
過
A

右
腸
骨
宿
ノ
開
放
創
A

一
般
－
一
清
潔
ト
ナ

y
、
排
膿
モ
減
少
シ
、
韓
温
モ
亦
概
ジ
ア
一
日
一
平
温
ト
ナ

y
ジ
後
粘
液
便
ヲ
排
出
ス

Y

ニ
至
η
ノ
ア
ヨ

y
再
ピ
昇
騰
ジ
、
最
高
大
略
三
八
度
内
外
－
一
達
ス
。
粘
液
便
λ

其
回
数
或
A

甚
グ
頻
数
－
一
ジ
ア
遼
－
一
括
約
筋
ノ
弛
緩
ヲ
来
シ
失

禁
ス
w
y

こ
至
y
。
此
際
腹
部
ノ
症
賦
A

第
九
例
一
一
一
於
－
プ
A

下
腹
部
ノ
膨
漏
ア

7
0
第
八
、
第
九
例
－
一
ア
A

左
腸
骨
寓
－
一
疹
痛
乃
至
陣
痛
ア

y

第
二
例
－
で
プ
A

陰
阜
上
方
ニ
一
腰
痛
ア

9
0
第
八
例
－
一
－
ア
A

深
呼
吸
時
深
部
－
二
穂
不
明
ノ
熔
痛
ア

y
ジ
モ
其
他
ノ
例
－
一
ア
A

、
第
一
、
第
二
例

こ
於
－
ア
一
一
概
不
快
ノ
深
部
ノ
疹
痛
ノ
魚
メ
一
時
聴
時
反
側
ジ
且
、
雨
者
及
第
七
例
－
一
A

著
明
ノ
排
尿
悶
難
ア

yut
モ
、
腹
部
ノ
症
賦
A

一般一一

軽
微
ユ
ジ
ア
到
Y
庭
挺
抗
ヲ
鯛
レ
ズ
。
此
等
官
時
痛
費
熱
ノ
原
因
ト
認
メ
得
ペ
キ
症
賦
ヲ
快
如
ス
。
只
ダ
憶
護
線
部
ノ
腫
脹
A

一
般
－
一
甚
高
度

－
一
シ
ア
、
殆
ド
直
腸
後
壁
－
一
達
ジ
、
殆
ド
直
腸
腔
ヲ
閉
塞
セ
ン
ト
ス
。
ジ
カ
モ
、
ヵ
、
，
Y
高
度
ノ
腫
脹
ア
Y

－
一
闘
で
ブ
ズ
、
排
尿
困
難
ア
リ
ノ
ジ

モ
f

A

僅
三
ニ
例
－
二
週
ギ
ズ
。
向
第
五
例
－
二
於
ア
A

始
メ
抗
諮
腺
部
ノ
腫
脹
ア
リ
ノ
ジ
モ
、
此
部
ノ
腫
脹
消
浪
一
シ
ア
後
更
－
一
其
上
方
－
一
於
ケ
Y
腫

脹
ア
遺
シ
、
第
六
例
及
第
九
例
ニ
於
－
プ
A

始
メ
ヨ
リ
揖
護
服
部
－
一
A

更
ニ
何
等
ノ
腫
脹
無
ク
夫
V

ヨ
y
モ
上
方
－
一
於
－
プ
腫
脹
ヲ
認
メ
タ
時
ノ
。
却

チ
第
五
例
A

第
六
例
及
第
九
例
ト
其
他
ノ
諸
例
ト
ノ
中
間
二
ア
リ
ア
、
雨
者
ノ
間
－
一
症
賊
ノ
聯
絡
ヲ
ト

V

Y
ヤ
ノ
観
ア

y
。

境
頭
一
一
於
－
ア
巳
ュ
遮
ペ
タ
Y
ガ
如
ク
腹
腔
ノ
近
傍
－
一
一
於
－
プ
最
撲
突
起
炎
ヲ
起
原
ト
セ

Y
膿
鹿
又
ハ
各
種
程
度
ノ
炎
症
ヲ
起
シ
得
Y

コト－一

関
シ
－
Y
A
疑
プ
ペ
キ
モ
ノ
ナ
ク
、
上
記
諸
例
ノ
如
キ
症
版
ヲ
呈
ジ
来
Y
モ
亦
特
ニ
異
ト
ス

Y

ニ
足
一
ブ
ザ
Y

－
一
似
タ
ソ
ト
雄
、
文
献
中
如
斯
症
例



ア
リ
ノ
ヤ
。
mxvgao】
氏
ノ
所
謂
骨
盤
型
（

2
1
2
γ
与
吉
宮
）
ト
稀
ス
U
Y

毛
ノ
、
内
、
右
腸
骨
寓
若
シ
ク
A

腹
部
－
二
一
一
切
症
賊
無
ク
、
或
A

腸
脱
前

方
ニ
、
叉
A

P

Z

E

氏
寓
－
一
、
又
A
腸
脱
ト
子
宮
ト
ノ
中
間
一
一
膿
湯
ヲ
費
生
セ
ジ
例
ヲ
奉
グ
、
又

A
膿
腸
直
腸
ヲ
魅
シ
－
プ
其
交
通
ヲ
遮
断

uv
「
イ
レ
ヲ
ス
」
ヲ
起
セ
シ
例
ヲ
皐
グ
、
婦
人
－
一
一
於
ア
A

後
腔
湾
蔭
ノ
切
開
ニ
ヨ

y
、
男
子
－
一
於
ア
A

直
腸
ヨ

y
ノ
切
開
ニ
ヨ

y
治
セ
シ
メ
b
y

y
コ
ト
ヲ
謹
ぺ
夏
－
一
急
性
直
腸
炎
ノ
症
朕
ヲ
以
ア
直
腸
前
壁
－
一
明
治
ア
ア
下
垂
シ
来
Y
膿
漉
ア
リ
ア
、
多
量
ノ
粘
液
ヲ
煩
回
排
出
シ
、
患
者
三
義

急
後
重
ノ
潟
ニ
苦
シ
ム
ト
云
へ

y
。
而
ジ
ア

m
J弓
cumFJ］
氏
A

此
急
性
直
腸
炎
ノ
症
状
ヲ
以
ア
膿
蕩
自
潰
ノ
前
兆
ト
ナ
ジ
、
此
症
航
費
現
後
－
一

A

敷
日
ニ
ジ
47
必
ズ
旺
門
ヨ

9
膿
ノ
排
柑
ア

Y
ペ
シ
ト
云
ヘ
リ
ノ
。
百
乙

5
・戸－司令ロ氏
A

六
十
六
例
ノ
識
様
突
起
炎
患
者
ノ
内
直
腸
内
ニ
膨
隆
セ

ジ
膿
濠
切
開
ノ
数
例
ヲ
奉
グ
、
阿
佐
zな

5
氏
ハ
一
千
例
中
同
様
九
例
ヲ
皐
グ
、
本
邦
－
一
－
7

A

有
光
氏
A

東
京
帝
幽
大
事
佐
藤
外
科
八
箇
年
間

ノ
最
様
突
起
炎
患
者
四
九
五
例
中
一
例
ノ
構
護
腺
炎
ヲ
皐
グ
、
仙
波
氏
A

九
州
帝
同
大
串
三
宅
外
科
十
一
ヶ
年
間
ノ
一
患
者
四
三

O
例
中
小
骨

楳
膿
蕩
ノ
三
例
ヲ
皐
グ
タ

y
。
従
来
本
邦
ニ
ア
報
告
セ
ラ
‘
レ
タ

Y
モ
ノ
、
内
明
－
一
一
蹴
護
腺
－
一
関
ス

Y

症
朕
ノ
事
グ
ラ
レ
タ

Y
モ
ノ

A
有
光
氏

ノ
報
告
中
ノ
一
例
－
一
止

7

Y
ガ
知
シ
。
然
ν
ド
モ
此
例
－
一
－
プ
A

事
質
構
護
腺
炎
ナ

y
ジ
カ
叉
A

葉
周
圏
炎
ナ
9
シ
カ
有
光
氏
ノ
報
告
ノ
ミ
ニ

ア
A

不
明
ナ
時
ノ
。
余
ガ
報
告
ヤ
ン
ト
ス

Y
上
記
諸
例
A

凡
ア
余
ガ
呉
海
軍
病
院
勤
務
中
経
験
セ
ジ
慮
－
一
ジ
ア
上
記
苧
吋
g
m
o－
氏
ノ
例
ト
其

症
朕
略
相
一
致
セ

Y
毛
ノ
ナ
η
ノ
。
有
光
氏
ガ
陸
海
軍
病
院
ヲ
以
－
プ
最
様
突
起
炎
－
一
割
シ
ア
A

普
通
病
院
－
一
比
シ
ア
特
種
ノ
賦
態
－
一
ア

Y
3
ト

ヲ
云
へ

Y
A
A
1
日
二
於
ア
モ
亦
異
Y
所
ナ
カ

Y
4
ク
、
従
－
プ
同
氏
及
仙
波
氏
ノ
報
告
－
一
ヨ

Y
四
O
O乃
至
五

O
O例
内
外
ノ
掻
様
突
起
炎
患
者

数
A

事
質
央
海
軍
病
院
（
軍
備
縮
少
前
）
ユ
於
－
プ
A

雨
三
年
間
三
経
験
シ
得
ラ

Y

‘
数
－
一
過
ギ
ザ
Y
ナ

y
。
従
ア
此
間
多
少
ノ
異
例
－
一
遭
遇
ス

y
コ
ト
A

営
然
ナ

Y
ペ
ジ
。

T
J
v
H
S
三

氏

A

膿
蕩
腸
脱
前
又
A

］）エロ
hw
｝
町
雲
氏
寓
－
一
ア
リ
シ
毛
ノ
ニ
ア
腸
脱
症
朕
ア
件
ヒ
シ
数
例
ヲ
暴
グ
タ
リ
ノ
。
而
ジ
ア
此
等
ノ
際
厚
痛

ヲ
件
フ
頑
固
ノ
排
尿
ア

Y
A
、
腸
脱
膨
満
ジ
、
其
壁
伸
展
ス

Y
ト
キ

A
腸
脱
ヲ
被
へ

Y
腹
膜
モ
亦
随
ア
伸
展
ス
。
於
蕊
熔
痛
ヲ
起
ス
モ
ノ
ナ
リ
ノ
ト

説
明
セ
リ
ノ
。
余
ノ
例
－
一
於
ケ
Y
排
尿
一
障
碍
A

凡
ア
腸
脱
ノ
症
朕
ヲ
快
如
ジ
。
排
尿
ノ
度
数
A

多
カ
ラ
ズ
、
只
ダ
排
尿
困
難
ア

y
。
第
二
例
－
一
於

七
一

第
四
巻

F『

原

著
‘」

堀

（
第
古
伝
統

七

、J



第
四
品
位
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原
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堀

七

（
第
昌
弘
波

七
二
〉

－プ
A

始
メ
一
回
ノ
排
尿
甲
一
十
分
間
ヲ
費
セ
ジ
モ
ノ
、
後
－
一
至

y
－プ
A

自
尿
金
ク
不
能
ト
ナ

9
一
日
聞
で
き
フ
ト
ン
氏
導
尿
子
ヲ
用
ヰ
ア
排
尿
セ

ジ
メ
タ
叶
ノ
ω

第
七
例
ニ
於
ア
モ
排
尿
昨
痛
ァ
件
ハ
ズ
。
極
メ
ア
少
量
排
情
ノ
後
、
自
然
－
一
停
止
ス
。
ヵ
、

y
コ
ト
ヲ
数
回
繰

y
返
U
J

、
長
時
ア

費
ジ
ア
（
平
時
ノ
約
十
倍
）
‘
漸
ク
全
部
ヲ
排
湘
セ

y
（
勝
脱
結
石
ナ
シ
）
。
郎
チ
余
ノ
例
－
一
於
ア
A

機
械
的
ノ
障
碍
ア
主
ト
セ

Y

モ
ノ
ユ
シ
ア

7
J
F
E
d
－
三
氏
ノ
例
ト
A

全
ク
異

y
。
余
ノ
寡
聞
ナ
Y
文
献
中
未
ダ
如
斯
症
例
ヲ
見
ず
M
Y

ナ

y
。
然
レ
ド
モ
揺
護
腺
部
－
一
如
斯
大
ナ
Y
膨
隆
ア

生
ズ

Y
際
、
前
方
尿
道
ア
腿
迫
シ
ア
排
尿
－
一
一
割
シ
多
少
ノ
機
械
的
障
碍
ヲ
起
ス
ペ
キ
可
能
性
ア
Y

コ
ト
A

疑
プ
ヲ
要
セ
ザ
Y
ペ
ジ
。

然
－
ア
バ
摘
護
腺
部
ノ
腫
脹
A

何
－
一
ヨ
リ
ア
来
Y
ヵ
、
余
モ
亦
第
一
例
及
第
二
例
ヲ
観
察
セ
シ
営
初
－
一
月
掘
護
腺
炎
ナ
ラ
ン
ト
思
考
ジ

bpy
。

然
レ
ド
モ
縞
護
腺
炎
中
、
「
カ
タ
Y
」
性
炎
症
－
一
－
プ
A

ヵ
、

y
腫
脹
ヲ
認
メ
ズ
。
鴻
胞
性
炎
症
－
一
－
プ
モ
亦
一
一
般
－
一
葉
大
サ
ニ
一
種
化
無
キ
ヲ
常
ト

ジ
、
所
々
病
盤
ア

Y
鴻
胞
ニ
相
営
セ

Y
小
腫
脹
ア

y
。
貫
質
性
擁
護
腺
炎
－
一
－
プ
A

其
腫
脹
常
時
ノ
三

l
四
倍
－
一
達
シ
得
Y

モ
一
般
ノ
疹
痛
苦
悶

A

到
底
上
記
諸
例
ユ
於
ク
Y
ガ
如
ク
軽
微
ナ
ラ
ズ
。
且
ッ
三
種
炎
症
共
－
一
尿
ノ
掴
濁
及
構
護
腺
炎
エ
特
有
ナ
Y

「
コ
ム
マ
」
様
線
僚
ヲ
合
ム
ア

普
通
ト
ス
。
然
U
Y

－
一
上
記
諸
例
共
毎
回
検
尿
ヲ
怠
ラ
ザ

Y
シ
ユ
開
－
フ
ズ
、
尿
常
－
一
透
明
ナ

y
キ
。
郎
チ
上
記
諸
例
三
郎
メ
タ

Y
膨
大
ナ
Y
腫
脹

ト
比
敵
ス
ペ
キ
蹴
護
腺
炎
A

只
ダ
貫
質
性
踊
護
腺
炎
ア

Y
ノ
ミ
。
上
記
第
一
例
、
第
二
例
一
一
－
Y

A

多
少
掃
護
線
炎
ア
粂
ネ
h
p
y
ヤ
デ
知

Y
ペ

カ
ラ
ズ
ト
雄
、
毎
常
尿
ノ
透
明
ナ

y
シ
事
質
－
一
ヨ

y
大
韓
－
一
於
ア
主
病
ガ
腺
ノ
賓
質
性
炎
症
－
一
ア
ラ
ザ

y
ジ
コ
ト
ヲ
推
定
セ
シ
ム
。
第
五
例
－
一

於
－
プ
始
メ
存
セ
シ
揃
誰
腺
部
ノ
腫
脹
消
退
セ
ジ
後
葉
上
方
ニ
腫
脹
ノ
存
在
セ

V
事
質
。
第
六
例
及
第
九
例
ニ
於
ア
A

始
メ
ヨ

9
腫
脹
蹄
護
腺

部
二
・
来
ラ
ズ
シ
ア
皆
其
上
方
－
一
止
マ
レ
M
Y

事
質
等
A

上
記
諸
例
－
一
一
於
ケ
M
Y

炎
症
ノ
本
懐
ガ
直
腸
腸
脱
腔
－
一
存
シ
之
ヨ

y
直
腸
勝
脱
間
ノ
結
締

織
暦
中
炎
症
連
鎖
的
一
一
蔓
延
シ
競
護
腺
部
－
一
於
ア
A

主
ト
シ
－
ア
其
周
園
炎
ァ
起
ジ
、
炎
症
高
度
ノ
際
始
メ
ア
尿
道
一
一
座
遺
症
朕
ァ
来
γ
排
尿
困

難
ヲ
起
セ

Y

モ
ノ
ナ
ラ
ン
。

上
記
諸
例
一
二
ム
ハ
通
ナ
Y
急
性
直
腸
炎
A

直
腸
周
園
ニ
存
ス

Y
炎
症
叉
A

附
近
臓
器
ノ
疾
患
一
一
際
シ
屡
バ
認
メ
ラ

Y

、
症
朕
－
一
U

て
ア
既
謂
二

究
的
直
腸
炎
ト
都
ス

Y

モ
ノ
ナ
U

F

J

ベ
ジ
。
痔
核
、
癌
、
直
腸
周
園
炎
、
摘
護
腺
、
精
嚢
ノ
疾
患
、
化
膿
性
酬
明
mm管
炎
、
］
）
三
戸
山
）hF
2

氏
寵
ノ
化
膿

等
ニ

一腰
バ
訟
ム

Y
所
ナ
ソ
。
上
記
諸
例
A

凡
ア
男
子
ナ
Y
ガ
故
ニ
｝
）
±
Z
江
主
氏
富
一
一
比
ス
ペ
キ
直
腸
勝
抗
陸
（
出
円台
F

〈乙一
C

宅
各
二
三
三
F
Z

）
－一



炎
痕
ア

y
、
夏
－
一
之
ヨ

y
直
腸
勝
脱
間
ノ
結
締
織
暦
ガ
犯
＋
ノ
Y

、
場
合
ナ
U
Y

ガ
故
ニ
直
腸
周
国
炎
ノ
際
ト
同
様
由
一
周
囲
ヨ

y
炎
症
直
腸
波
－
一

及
シ
、
二
衣
的
－
一
急
性
直
腸
炎
ヲ
起
セ
シ
毛
ノ
ナ
Y

ペ
ジ
。
只
ダ
此
急
性
直
腸
炎
ヲ
以
－
プ
ョ
さ
・

2FZ
氏
ト
同
様
直
－
一
膿
蕩
自
潰
ノ
前
兆
ト
ナ

ス
コ
ト
ニ
開
ジ
ア

A
多
少
ノ
疑
義
ア

y
。
余
ノ
第
八
例
ニ
於
－
7
A

数
回
腫
脹
部
ヲ
穿
刺
セ
ジ
モ
膿
ヲ
得
ず

yUJ
事
質
－
一
ヨ

y
。
虫
様
突
起
切

除
後
ノ
此
楕
ノ
炎
症
ェ
於
ア
A

病
原
菌
ノ
勢
力
著
ク
減
弱
セ
Y
ガ
鴻
－
一
途
－
一
一
膿
蕩
ヲ
形
成
ス
M
Y

－
一
至
－
ブ
ズ
シ
ア
死
滅
シ
、
炎
性
産
物
モ
亦
吸

牧
セ
ラ
レ
－
プ
治
癒
ス
Y

モ
ノ
ア
U
Y

コ
ト
ヲ
推
定
セ
ジ
ム
。
只
グ
第
二
例
－
一
於
－
7
A
症
朕
比
較
的
急
速
－
一
聴
快
シ
、
同
時
－
一
揖
護
腺
部
ノ
腫
脹

毛
亦
念
蓮
－
一
減
却
セ
シ
事
賓

A或
A
r－－・
2
1
氏
ノ
読
ノ
如
ク
膿
湯
ノ
自
潰
－
一
ヨ

Y
モ
ノ
ナ
－
プ
シ
カ
。

要
ス
Y

ニ
余
ノ
経
験
ノ
範
圏
一
一
於
－
プ
A

轟
様
突
起
切
除
後
ノ
直
腸
前
壁
ノ
腫
脹
A

宜
（
症
状
比
較
的
軽
微
－
一
シ
ア
、
燐
護
腺
部
ノ
腫
脹
甚
シ
ク

且
排
尿
閑
難
ア

y
。
且
患
者
ノ
苦
悶
甚
ジ
キ
場
合
－
一
A

急
性
揖
護
腺
炎
－
一
於
ケ
Y
ト
同
様
－
一
同
部
ノ
冷
却
ヲ
行
ア
コ
ト
－
一
ヨ

y
著
ク
患
者
ノ

自
費
症
ヲ
軽
減
ス

Y
利
ア

y
。

議
様
突
起
切
除
後
諸
症
著
ク
瞬
快
セ
ジ
観
ア
M
Y

時
向
上
記
諸
例
ノ
如
キ
痕
扶
ヲ
起

UJ
得
Y

コ
ト
ヲ
思
フ
時
、
急
性
轟
様
突
起
炎
患
者
ノ
治
療

－
一
於
－
プ
モ
療
病
ノ
主
鱒
ガ
患
者
ノ
全
身
－
一
存
ジ
、
車
－
一
轟
様
突
起
ノ
切
除
ノ
ミ
ヲ
以
ア
能
事
了
レ

y
ト
蓮
断
ジ
去
Y
Jベ
カ
ラ
ズ
。
且
其
後
療
法

－
一
於
ア
モ
右
腸
骨
寵
ナ
Y

一
局
部
ニ
ノ
ミ
波
頭
ジ
去
Y
ペ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
Y

コ
ト
ヲ
痛
戚
セ
シ
ム
。
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R
e
s
u
m
e
 

W
h
i
l
e
 
I
 w
a
s
 
in 
c
h
a
rg
e
 
of 
the 
surgical 

w
a
r
d
 
of 
the 
K
u
r
e
 N
a
v
a
l
 
Hospital, 

it 
h
a
p
p
e
n
e
d
 
to 
m
e
 to 
treat 
s
o
m
e
 cases 

of proctitis 
with 
a
 s
川
ell
ing
of 
the

辻
nt
erior
wall 
of 
the 
rectum, 
after 
the 
a
p
p
e
n
d
e
c
t
o
m
y
 in 
acute 
ap1
児
nclicitis,

in 
m
o
s
t
 

cases 
of 
w
h
i
c
h
 
the 
a
1中
巴n
dic
es
w
e
r
e
 
found 
to
 h
a
v
e
 
already 
perforated. 

It 
is
 peculiar 

that 
in 
majority 

of 
these 
cases 

the 
s
y
m
p
t
o
m
s
 b
e
g
a
n
 
to 
a
p
p
e
a
r
 
ten 
d
a
y
s
 
or 
m
ore 
after 
the 
a
p
p
e
n
d
e
c
t
o
m
y
.
 
T
h
u
s
 
the 
w
o
u
n
d
 
o
f
 l
a
p
a
r
o
t
o
m
y
 
b
e
c
a
m
e
 

clear, 
the 
granulation 

h
a
v
i
n
g
 
a
 g
o
o
d
 
appearance, 

the 
discharge 

of 
pus 
decreased, 

t
e
m
p
e
r
a
t
u
r
e
 
b
e
c
a
m
e
 
normal, 

a
n
d
 

everything 
s
e
e
m
e
d
 
to 
b
e
 
g
o
i
n
g
 
o
n
 
right 
for 
th
e
 patient, 

w
h
e
n
 
a
 slight 
fever 
b
e
g
a
n
 
to 
a
p
p
e
a
r
 
w
i
t
h
 
s
y
m
p
t
o
m
s
 
of 

proctitis, 
a
n
d
 
in 
s
o
m
e
 
cases 
s
y
m
p
t
o
m
s
 
of 
obstruction 

of 
micturition 

supervened. 
T
h
e
 swelling 

of 
the 
anterior 

wall 
of 

the 
r
巴ctum,
apparently 

simulating 
the 
swelling 

of 
the 
prostata, 

b
e
c
a
m
e
 
so 
r
e
m
a
r
k
a
b
l
e
 
that 
it 
a
l
m
o
s
t
 
re
品
c
h
巴
d
t
h
e
 

posterior 
W
辻
II
of 
the 
rectum, 

nearly 
occluding 

the 
p
a
s
s
a
g
e
 
in 
the 
rectum. 

T
h
e
 
urine 
w
as 
clear 
a
n
d
 contained 

nothing 
pathological. 

T
h
e
s
e
 s
y
m
p
t
o
m
s
,
 
h
o
w
ever, 
subsided 

gradually 
without 

a
n
y
 
particular 

treatment
.
 
In 
cases 
the 

patients 
c
o
m
p
l
a
i
n
 
of 
undefinable 

pain 
or 
q
u
a
l
m
 
in 
the 
d
e
e
p
,
 th
e
叩
p
li
cat
io
n
of 
cold 
b
y
 A
r
z
b
e
r
g
er’s
 apparatus 

s
e
e
m
s
 
to 

b
e
 
o
f
 benefit 
for 
alleviating 

the 
subjective 

s
y
m
p
t
o
m
s
 of 
the 
p
at
ie
nt
s.
 


